
質
問
一

医
療
と
介
護
、
そ
し
て
自
治

体
の
連
携
の
現
状
に
つ
い
て
。

二

地
域
包
括
ケ
ア
の
取
り
組
み
は
。

三

鶴
ヶ
島
版
「
暮
ら
し
の
保
健
室
」

の
取
り
組
み
の
状
況
に
つ
い
て
。

四

新
し
い
休
日
夜
間
診
療
所
で
の

「
暮
ら
し
の
保
健
室
」
実
施
の
見
通
し

に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

国
の
地
域
医
療
再

生
基
金
を
活
用
し
、
在
宅
医
療
推
進
事

業
を
一
般
社
団
法
人
坂
戸
鶴
ヶ
島
医
師

会
へ
委
託
し
て
い
る
。
２７
年
度
は
、
多

職
種
連
携
の
た
め
の
情
報
共
有
シ
ス
テ

ム
の
導
入
な
ど
に
取
り
組
む
。

二

２７
年
４
月
か
ら
は
、
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
担
当
を
設
置
す
る
な
ど
し
、
医

療
、
介
護
、
予
防
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
が
切
れ
目
な
く
提
供
で
き
る
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
む
。

三

公
民
館
な
ど
で
の
事
業
に
保
健
師

を
派
遣
し
て
い
る
。
２７
年
度
は
、
市
民

セ
ン
タ
ー
と
保
健
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
、

健
康
相
談
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行

い
、
市
民
の
健
康
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。

四

包
括
的
な
医
療
介
護
連
携
拠
点
施

設
の
機
能
の
付
随
事
業
と
し
て
考
え
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

呉
市
に
学
ぶ
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
取

り
組
み

二

公
園
の
ト
イ
レ
の
整
備

三

統
一
的
な
基
準
に
よ
る
地
方
公
会

計
マ
ニ
ュ
ア
ル

質
問
一

基
金
を
使
っ
て
介
護
保
険
料

の
値
上
げ
を
抑
え
よ
。

答
弁
一
（
市
長
）

計
画
期
間
に
お
け

る
介
護
給
付
費
等
を
推
計
し
、
保
険
料

や
国
、
県
等
の
法
定
負
担
割
合
に
応
じ

た
負
担
額
を
算
出
し
た
上
で
、
第
１
号

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
介
護
保
険
料

の
基
準
月
額
を
４
３
０
０
円
と
設
定
し

た
。
算
定
の
際
に
は
、
介
護
保
険
給
付

費
準
備
基
金
か
ら
２
億
５
６
０
０
万
円

を
取
り
崩
し
、
保
険
料
の
抑
制
に
努
め

た
。
こ
の
準
備
基
金
は
、
介
護
給
付
費

が
見
込
み
を
上
回
る
場
合
に
、
必
要
な

額
を
取
り
崩
し
て
充
て
る
た
め
の
基
金

で
あ
る
。
給
付
費
の
支
払
い
が
滞
る
状

況
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
納
付
さ

れ
た
貴
重
な
介
護
保
険
料
の
一
部
で
あ

る
と
の
認
識
の
も
と
、
給
付
費
１
か
月

相
当
分
を
準
備
基
金
に
用
意
し
、
介
護

保
険
財
政
の
安
定
的
な
運
営
に
努
め
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

国
民
健
康
保
険
会
計
の
広
域
化
の

参
加
を
や
め
よ

二

東
部
保
育
所
の
廃
園
計
画
を
撤
回

せ
よ

三

ウ
ォ
ー
カ
ー
の
交
通
安
全
対
策
に

万
全
を
つ
く
せ

四

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
計

画
を
つ
く
れ

五

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
確
立
を

六

市
長
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
一
部

報
道
に
釈
明
を

高齢者福祉課

鶴
ヶ
島
版
暮
ら
し
の

保
健
室
に
つ
い
て

山
中

基
充
議
員

地
域
の
健
康
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く

基金の活用により抑制し、財政の

安定的な運営に努める

�田 克彦 議員

介護保険料の値上げを
抑えよ

つるがしま市議会だより第１７０号 〔１２〕


